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令和7年1月21日審議

WDR45遺伝子変異はてんかんと密接な関係があり、時に重度または難治性の経過を辿ることが
ある。WDR45関連神経変性症は幅広い表現型を示し、その中の代表的な疾患であるβ-
propeller蛋白関連神経変性症（BPAN）は脳MRIで黒質と淡蒼球に鉄沈着を認めることが特徴的
である。一方で、脳波の特徴、特に臨床発作と発作時脳波パターンの対応を詳細に論じた報告
は少ないことから臨床所見および脳波所見の評価を目的とした。

急性脳炎・脳症後てんかんは薬剤抵抗性を示す一方で、一般的に外科的根治術が選択されるこ
とは少ない。手術適応のある患者を見過ごさないよう術前の検査結果や術後経過に基づいた
データ解析により手術適応のある患者を抽出する可能性が上がると考えられる。


